2016年度立命館大学経済学部経済学史定期試験問題と正解・解説

赤字の括弧内数字は正答率です。一つ４点×24＋４

Ⅰ　下記のA〜Dについて、各問いにあてはまる論者を選べ。

A. 商品の価格を本質的に決めているのは何か。

① 専ら、今日の用語で「限界効用である」とした論者を、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(94.4%)

(1) シュモラー　　 (2) マルクス　　 ○(3) ジェボンズ
② 同じく、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(94.2%)

○(1) メンガー　　(2) リカード　　(3) マルサス
③ 同じく、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(97.3%)

(1) スミス　　(2) 重商主義者　　○(3) ワルラス

④ 「労働である。近代の発達した市場経済では、『正常な単位費用＋均等(正常)な率の利潤』になる」とした論者を、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(77.1%)

(1) ジェボンズ　　(2) ケインズ　　○(3) リカード

⑤ 同じく、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(86.3%)

(1) メンガー　　○(2) マルクス　　(3) シュモラー

⑥ 同じく、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。


(1) ワルラス　　(2) リカード　　(3) 重商主義者

撤回し、受験者全員に４点を出しました。ミスをおわびします。

⑦ 供給一定の極短期では①らの説く原理、設備可変の長期では④らの説く原理、その中間では両方の説く原理が作用するとした論者を、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(90.0%)

(1) ジェボンズ　　(2) リカード　　○(3) マーシャル

B. 貨幣は、成長や雇用などの実体経済に影響するか。

⑧ 「人々が貨幣こそ富とみなして追求するので影響する」とみなす論者を、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(79.7%)

○(1) 重商主義者　　(2) スミス　　(3) ワルラス

⑨ 同じく、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(72.3%)

(1) リカード　　(2) マーシャル　　○(3) ケインズ

⑩ 「流通の媒介物にすぎないので影響しない」とみなす論者を、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(70.9%)

○(1) スミス　　(2) マルクス　　(3) ケインズ

⑪ 長期では⑩、短期では⑧が当てはまるとみなす論者を、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(46.2%)
(マーシャルとの混同が多かったです。マーシャルは短期でも貨幣数量説が成り立つと見ていたので、貨幣の実体経済への影響については否定的でした。それぞれの「総合者」が何と何を総合したかおさえておいて下さい。)


(1) マーシャル　　○(2) マルクス　　(3) ケインズ

C. 貿易政策について

⑫ 保護貿易を主張した論者は誰か。下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(70.4%)

(1) スミス　　(2) マーシャル　　○(3) シュモラー

⑬ 同じく、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(89.0%)

(1) リカード　　○(2) マルサス　　(3) メンガー

D. 論争

⑭ 主著のかなりの部分を⑧の批判にあてた論者は誰か。下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(78.4%)

○(1) スミス　　(2) マーシャル　　(3) ケインズ

15  イギリスへの穀物輸入の自由化をめぐって⑬と論争した論者は誰か。下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(95.3%)

(1) スミス　　○(2) リカード　　(3) ケインズ

16 自由貿易をイギリスの陰謀のようにみなす⑫と論争した論者は誰か。下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(63.9%)

(1) リカード　　○(2) メンガー　　(3) ケインズ

17 「財産は盗みだ」と言ったフランスの社会主義者を批判した論者は誰か。下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(86.5%)

(1) スミス　　(2) リカード　　○(3) マルクス

⑱ 同じく、下記(1)〜(3)から選び、その番号をマークせよ。(86.0%)

(1) ジェボンズ　　(2) メンガー　　○(3) ワルラス

II．

⑲ リカードが自由貿易を主張した理由として、適切なものを次のうちから一つ選び、その番号をマークせよ。(81.2%)
(1) 貿易が活発になるとおカネがよく回り、経済が活性化するから。

(2) 当時最先進国のイギリスは、自由貿易で貿易黒字をあげることができるから。
(貿易黒字を追求することが自由貿易の目的ではないというのは、重商主義を批判した古典派の基本的な主張です。)
(3) 国際競争にさらされることによって、生産性の上昇や新製品開拓が行われるようになるから。

(4) すべての国の国民が、貿易することによって、貿易しない場合よりも享受できる財が増えるから。○
III．

⑳「限界革命」を担った論者が主張したこととして、最も適切なものを次のうちから一つ選び、その番号をマークせよ。(70.5%)
(授業でこの問題の正答率が低いと警告したにもかかわらず、まだ「最大限の効用」という誤解をする人が少なからずいて、７割しか正答していないのは期待をはずしました。)

(1) 商品の価格は、その商品の最終一単位の消費から得られる効用に比例して決まる。○
(2)商品の価格は、その商品の消費から得られる最大限の効用に比例して決まる。

(3) 商品の価格は、その商品を生産するために必要な労働に比例して決まる。

Ⅳ.　下記の文章を読んで、かっこ内に入る最も適切なものを、それぞれの選択肢から一つずつ選び、その番号をマークせよ。

　新古典派は一般に（　㉑　）と思われているが、実際の新古典派の巨頭たちはそうではない。（　㉒　）の創始者ワルラスは、（　㉓　）を自称していた。スウェーデン学派の始祖のウィクセルは、（　㉒　）とオーストリア学派の資本理論とを総合して新古典派体系を確立させたが、労働運動の発展に尽くし、葬儀には多くの（　㉓　）や労働運動の関係者が参加した。スウェーデン学派は後の高度福祉国家建設に影響を与えている。マーシャルは、今日の（　㉔　）の教科書体系を作った人だが、外部性や独占などのケースでは市場に任せてはうまくいかないことを指摘し、資本主義企業は将来的には（　㉕　）に進化していくことを展望した。

㉑ (81.0%)
(1) 資本主義体制は崩壊して社会主義体制に取って代わられると主張した

(2) 資本主義経済は市場の自由に任せればうまくいく最良の経済体制だとみなし、「小さな政府」を唱えた ○
(3) 資本主義経済は自動的にはうまくいかないので「大きな政府」が介入すべきことを主張した

㉒　(98.2%) ○(1) 一般均衡論　　(2) 有効需要理論　　(3) 唯物史観
㉓　(96.1%)  (1) 保守主義者　　(2) 新自由主義者　　○(3) 社会主義者

㉔　(95.7%) ○(1) ミクロ経済学　　(2) マクロ経済学　　(3) マルクス経済学
㉕　(94.0%)  (1) 個人企業　　○(2) 協同組合　　(3) 国営企業

